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　　　　　　（一一）

　神話は人類の超意識にあって，無意識強こ現象面に作用する前歴史的，前時間的事件の記述で

あるとすれば，旧約聖書創世記に述べられている天地創造と，エデムの楽園に於る原罪論こそは，

キリスト教文化の影響下にあるヨーロッパ民族の思想を規制している根源的なものである．

　凡そあらゆる宗教的思想は，人閥性がその根底に於て神性と一致している信仰を基礎としてい

る．人閥は神の子であるが，この巨撚界に罪を得て，神の子たることを忘れて放浪している窮子

であり，繁て再び神の栄光の座に上げられるという根本信仰が，色々なニューアンスをもって，

異った教条，儀式となるのである．

　又神を否定する無神論と難も，人類は杜会生活の究極に於ては，「必然の国から自由の国への飛

躍」を夢に画いているのである．進歩と完成を同一視している間違いはあっても，その理念に於

ては，人閥性の中なる神性1こ対する無意識的信仰が秘められているのである．

　さて旧約聖書創世記の神言舌の第一の部分は，一切は神の理念の現象であり，人間は神的相似で

あり，不死の生命的存在であることを宣言している．しかるに第二の部分は，「汝は汝がそこよ

り取出されたる土に阪らむその時まで，面に汗して食物を食はむ」（創世記第三章1アー19負∬）と

あり，人間をふくめての一切の根源は土，即ち物質である．この人間を含めて一切の生命の起源

論に関する二つの対立する神話は，原罪を契機として現代人類の思想を二分して，本来一体たる

べき人類を二つの陪営に引裂いている．

　キリストは，神話の第一の部分る採って．第二の部分を断乎否定し，高らかに人間の神性を宣

揚した．そして現象的自然の超克を説き，人間生命に対立する死的liil然の変貌と復活を，身を以

て立㍉〔した．生死流転の現象的自然は仮象であって，神の創造にかVる本体的自然は，人間をF｝」心

とする永生不死のコスモスであることを示した．しかるに神話の第二の部分を固執するユダヤ教

徒のために十宇架につけられナこ．現代に於ては，人間は神の子でなく，土から生じたものであり，

笙命は所詮物質的なものであるという弁証法的脆物論は自然の死的機構より，生命をつくり出す
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実験によって，この第二の神話の正当性を立証しようとしている．しかしこれは生命を生み出し

たものは神ではない，生命は物質一一土から生れるという礁物論的物活論と等しく，所詮「国：なる

大地」という神話的思惟への復帰となる．

　さて現代世界人類の思想に於て執権的役割を果しているものは，経済主義である・生命とは先

づ経済過程であり，世界は経済の対象であり，人類の努力はすべて経済的意味としての富の獲得

に捧ぐべきであり，この日的達成のために一切の文化を動員すべしと論じられている．曽て富を

軽蔑し，人閥の物欲を下等なものとした禁欲主義と対比すれば，誠に対聴的であると謂わねばな

らぬ．このような思潮の根底をなすものは．人間生命の尊歪と「生存欲」の肯定である．経済と

はこの「生存欲」を充足する行為であり，人類文化は「生存欲」によって推進される．これが現

代人の頭脳を支配している思想である．即ち生産手段と生産関係の適応関係の弁証法的発展の認

節が政治であり，一切の文化はこの基礎に建築された上部構造であると．

　しからば，一体何故に生存欲があるのか？　位故に生存欲を満足させねばならぬか？　経済は

この生存欲充実のための人閥の戦いである以上，人生の最根本的なものであることは，自明のこ

とである．各人は生れ出た以上，不可避的にこの戦闘に参加せねばならない．しかし何故この生

命戦争を行うか．その日的如何という疑問は，経済学の範囲外にあり，それは哲学一宗教の分野

においてのみ，解決される．唯物論的自然主義は，これに対して解答を与える能力がない．「能

力に応じて働き，欲望に応じて受取る」ことは，生存欲の根本的解決とはならない．何故なら生

存欲が何故あるかという問題は，存在の閥題でなく，「人間は何故死ぬか？」即ち生命的者が何

故死ぬのか，生命とは死の現象なのか，何故人閲は本能的に死を恐れるのか？という間題である

からである．この間題の解決こそは，現代の執権的思想である経済主義を基礎づける前提であり，

又それを可能ならしめるものである．

　土から生じた生命なるが故に，又土に阪らねばならぬ．人間とは所詮四大の俘囚である王であ

り，自然の飢と貧と死の脅威の下にさらされている奴隷であるという深刻極まる厭陞観的気分が，

宇宙的敗戦主義の雰囲気が，経済的唯物論には漂っている．エホバの神の呪咀「土は汝の為に呪

はれたり」は，経済的唯物論の奥深かく，今尚生きているようである．

　　　　　　に）

　さて経済を可能にする「生存欲」をもつ人間は何故死ぬかアを閥題にし，しかも経済を直接この

聞題をとく手段としたmシヤ哲学者が存在している．その人はニコライ・フェドmウイッチ・フ

ェオドロフ（1828年一1903年）である．彼はキリストの復活に定位し，人間による一切の経済行

為は，仮死的自然的，盲園的無意識的自然を人間の生命によって湿め，その仮死より覚醒きせ，こ
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の地上に新天新地の永生不死の神国を顕現する目的をもっていると規定している．生命は父なる

神よりの負債であり，人閥はこれを死的自然を復活させることによって支払わねばならない．自

然は人間の屍体であり，そこより食を得ているのは一種の食人行為である．全人類はこの自然超

克，生命の復活のために一致団結し，死の克服を日的とせよと論じている．人類の歴史は，地上

の全人類が同一目的のために団結し，一切をこの目的達成の手段として労働した経験をもってい

ない．入類はアベルとカインの如く，兄弟相殺し合ひ，動物的生存競争の法則は，人類社会を支

配し，地上はために血潮が車乞く聞もないのである．

　彼は社会主義を評して次の如く述べている．「現代では社会主義は支配的である．超越的内容

のみをもち非現実的な，我々の内部にのみ天国をもっている宗教は，社会主義に敵対することは

出来ぬ．社会主義はキリスト教的道徳の実現とさえ見られ得る……しかし社会主義は唯外部的利

益のみで結合している他人同志の協同を親縁，親和と偽称しているが，真の血肉的親縁は，内的

感情で結ばれており，親和の感情は，人格の表象に満足せず，之を値視することを要求する．死

は直視を表象にかえてしまう……「入類の事業」を生産物の公平な分配の保有のみに限定し，誰

からも多く取得せぬように，叉自分のものを拒んで，他人に譲ってやるようなことのないように，

冷酷無情に各人を監視下におくことは，果して可能であり，又自然であらうか」更に叉海洋文明

と内陸文明について論じ，海洋国家が世界文明を支配する聞は，人類の統一は不可能であり，内

饒国家が世界文明を左右するに至るとはじめて世界は統一的となる可能性が生じてくると，大陸

国家の発展が，新しい歴史の到来を約束すると論じている．

　彼は祖国ロシヤが正に祖先復活の大事業を担う使命があることを直観し，ロシヤ民族こそ新天

新地の地上天国を現前する終末論的運命の担手であると主張している．

　彼は宗教は祖先崇拝であり，墓場は人の子らがその父に対して，自己の生命の負債を確認し，

又父が日然の死的力の俘囚となっていることに対して，悔嘆し，父祖に生命奪を還することによ

って，自己の生命の負債を償還することを誓約する場所であると説き，墓場すらも持たぬ都市文

明は，父を忘れ，唯生けるもののみの悦楽にうつSを抜かしている親不孝の文明であると痛烈に

非難している．

　都市文明は，自然の災厄に無関心である．死をもたらす暗黒力を認識しない．死的力として人

間に対する自然を意識しない．人間の生存本能こそは，この自然超克の悲願である．経済とはこ

の自然を労働を通じて，意識化し，覚醒し，霊化する行為である．死的機構の中なる生命の火，

かそけく燃えている不滅の火を取出して，これを遍照することが経済である．経済とは生命と死

の二つの原理の闘争の表現である．死とは罪の結果であり，生命の疾病である．死は本来非存在
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である．光のあるところ闇は消える．経済の煩火をかSげて，自然の死的機構の闇を照らしつく

す時，白然の中に埋没している死者は復活して，初めて永生不死の天国が到来する・死者の前に

生者は供物を捧げる疑制を行っているが，真に死者に食を与えんと欲するなら，死者を復活さす

べきである．

　そもそも理念は肉化せねばならぬ．食事は人間によるiEl然霊化のための聖秘礼である．実在化

しない観念は，無意味である．神の子キリストは人聞の肉体となって，世界を通過した・神人の

肉体（パン）とtki（葡萄酒）を食うことによって人間肉体の霊化が保障される．神の意志はζ人

間を道じて，人聞のために」顕現する．自然自体に合目的性はない．自然は無意識である．自然

に合目的性を与えるものは人間以外にないtこれ抑の最高の合目的性である．

　この永生と復活を経済の日的としたフエオドロフの独特の哲学は，其後セルゲ’t・ニコライウ

Kツチ。ブルガコフに継承され，その経済哲学となって体系づけられ，更にポリス。ペトVウイ

ツチ。ヴィシエスラフッエフによって倫理学的に体系づけられた．後のこ者はいつれもエミグラ

ントとして巴里に流離していた哲学者であるが，スラブ民族特有の宗教的雰囲気を以て，1陶勿論

的な思想を基礎づけたロシヤ的哲学者である．

　フエオドロフの哲学は，ロシヤ本国に於ては，経済的唯物論の沙漠の中を流れる河のように，

遂に地下に潜って，その流れは消えてしまっているようであるが，恐らく何かの原因で地穀に大

変動が生じた時，その断層のきれ目から，丁度オアシスにふき出る泉のように，再びmシヤ本土

に，濫れ出て，緑の山野を潤しして，人々に生命の水をくませることであらうと信じている．

　　　　　　（三）

　神の存在を否定し，神の代りにト物質」をおきかえている所謂「弁証法的睡物論」では，鍵こ

精神と物質といった～般概念では，誤解が生じ得る程，物質の範囲がひろまっている．物質とは

何かという説明に対して，ソ連の哲学は，次のように説明している．

　「世界は本性上物質的である．万物は物質によって構成され，物質によって生み出されたもの

である．原子，生ける細胞，有機体、人間の思惟一これは物質の多様な姿である．物質は永遠に

して無限，不生不滅である．物質は単に形態をかえるだけである」（ソヴエト哲学小辞典参照）

　又最近では，次のように要約して，物体と物質の相違を明かにしている．即ち物質とは「意識

の外に，意識とは独立に存在し，意識に反映する客観的実在」であると規定している（ティ。イ

・ オイゼルマン」唯物論とは何か」）．このような哲学的物質は，時聞空間の中に存在する一切を

包含し，それはもっと解り易い言葉でいえば，不生不滅の生命，エネルギに他ならない．世界は

この生命エネルギの心的並に物的運動リミ態であり，それ以上でもそれ以下でもないということは，
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仏教哲学を髪拓させるものがある．一一一・　VJの物心現象一色は，生命ユネルギイ（物質）一一空一の運

動である・空則蓬色．色則是空．本体1ま不生不滅不増不減である．水と波の関係である．一切は

囚縁生にして羅覚空である．物質の弁証法庄溌展である・「生死は仏の命」という道元禅師の提

唱を唯物論が醸訳すると一切の現象は，物質運動ということになるかもしれぬ．しかし，唯物論

にかけているものは，物質運動の奥にある叡知と慈悲の光を認識する能力である・

　とまれ，いつれにせよ，最早やこのような物質主義によれぼ，そこに働らく法則は単なる力で

なく，生命力の叡智というほかはない．それが人間の知識として開顕するのである．弁証法的唯

物1倫の物質は，無限に深かい叡智を蔵して，宇Wに霜臨する神の代名詞にほかならぬのである、

それはこれを信ずる人にとっては，明かな他在であり，しかも明臼にその神的意志を宇葡秩序の

中に感じるからである．果して弁譲三法的唯物論者｝ま，かtsる神的意志の実在を承認するであらう

か？　彼等に於ては，しかし既に神の座は人間の道義に無関心な「物質」が占め，その1物質」

は弁証法的自己運動によって進化して行く・その進化の推進力となっているのが「生存欲」であ

り，その理想r剖犬態は「物質的零蚕福」である．世界を支配するものは，「物質」のikl己発展の弁証

法的法則であり，これを忠実に守る時，宰福は訪れる．この「物質」の発展法則は至上命令であ

る．ITIEしく信仰者の神の律法である．この律法に背くものは，神に裁かれる．律法こそ一切の審

判者であり，人類はこの律法より一歩も出ることはならない．

　弁言正法的唯物論は，⊆物質」によって与へられる法則を絶対視する・「資本主義の棺を担うもの

は社会主義である」という史的唯物論は，律法主義の信仰である．

　待法によって人は裁かれる．資本主義は悪とされ，社会主義は善とされる．旧るきものは悪と

なって減び，新しきものは善となって栄える．物質の自己発展の法則は，新陳交替であり，進化

論的であり，革命的である．却勺唯物論者は宗教裁判宮の役割を演じる、誠にこの法則にそむく

ものはすべて災ひなるかな．

　しかるにキリストは神は愛なりと，その福音を伝え，律法主義の上に愛をおいた．彼は人問は

律法に服従する奴隷でなく，自ら律法の上にあってこれを駆使する自由者であることを教えた．

人間は物質一自然でなく，自然を超克する存在であると宣言した．自由は認識された必然ではな

い．自由は愛である。愛は生命である．彼は人間の白然超克を二つの教えで要約した．即ち「汝

心をつくし，精神をつくして意をつくし主なる汝の神を愛すべし」そして「己の如く汝の隣人を

愛せよ」すべて律法はこの二つの誠によっているのであると．キリストは自然と人間を俊列し

た．人閲は土から生じたものではない．神の子であると宣言した．歴史は繰返えす．曽てゴルコ

タの丘で十字架にかけられたキリストは，現代人によってその弁証法的唯物論の十字架1（かけら
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れている．

　現代程，「平和」が叫ばれている時はない．しかも現代程，「愛」の言葉を耳にせぬ時代もない

のである．現代人は「闘争」という文字をやたらに使用している・丁度それを口にせねば生きて

いることが出来ぬかのようである．しかしこの闘’争のいやはてが「原水爆による全人類の自殺行

為」といったことになり，しかもそれがV物質」の自己発展の必然的法則であると科学的に規定

されたら，律法主義者は何というであらうか？平和は愛なくしては不可能である．愛は，自然

の意識化，死の克服の事業である．それは復活の信仰である．この信仰の下にのみ，原水爆の死

的力が，生命的となるのである．白然の白己発展は決して，平和を約束するものではない．白然

の生長は，無記であり盲目的であり，必然的に死を約束する．

　「経済的生産力の発展」が人類の幸福を約束するという信仰は，今では人類自殺の危機を招き

よせているといわねばならぬ．キリストは荒野に於る悪魔の試錬に会って，「汝もし神の子なら

この石をパンにかえよ」と経済至上主義の誘惑にあった．石をパンにせよ．地上の飢餓はその日

のうちに消滅し，人間悪はなくなり，天国は到来する．これが悪魔の誘惑であった．これに対し

てキリストは断乎として人閥生命の真理を嘱破した．即ち「人はパンのみにて生くるに非らず」

と，現代人の多くは「人はパンのみによりて生くるなう」と信じている．そして石がパンになる

EIを待望している、

か￥る危機に，フエオドロフの復活の哲学を想起するのは、無意味ではあるまい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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